








Finger-Painting as a Expressive Therapy Technique 

































教育現場において自己表現法として導入したのは，「近代指絵の創始者」（the originator of 

























治療的効果が認められている。たとえば Shawと Lyle, B.（1937）は，他の描画法以上に，
子どもの空想表現を引き出すことのできる本法の連想喚起力を高く評価している。同様の
指摘は，古典的な精神分析療法の経過中に，本技法を積極的に用いた何人かの治療者に

















括的で広範な臨床研究をおこなって注目されるのは，Clower, C. G.とMetzler, K.（1966）
である。また人格査定法についての詳細な総説については，表現された内容ばかりではな
く，「その場での手の動きや筋肉の運動そのものが，子どもの態度や感情を表現する」と
して，象徴解釈的にも人格の偏りを巧みに本表現から読み取ろうとする Napoli, P. J.（1946, 
1947），やはり精神科臨床での実践を通して，投映技法としての本技法を高く評価してい
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